
　重点目標一覧表（中間報告調書）
【令和3年度重点目標】

重点目標

①

(1) 4月～3月  必要に応じておねり実行委員会の開催

(2) 4月～3月　関係団体との調整と支援

(3) 4月～3月　地域自治センターだより武石

　　　　　　　　 ホームページでのPR等
②

(1) 7月　　　 事業の実施1回 (2泊3日)　検証1回以上
(2) 4月～3月　事業に応じた国の財政支援の選定

(3)

③

(1) 4月～3月  会議等に参加　随時
④

(1) 4月～3月　地域自治センターだより武石

　　　　　ホームページ掲載　　2回以上
(2) 通年　3自治会等以上へ花木苗等の配布 1自治会に苗木を支給、支給検討中の1自治会に制度について説明を行った。
(3) 通年　自治会等に対し延10回以上の貸出 貸出事業は、樹木破砕機が1回、乗用草刈機が9回、畔草刈機が2回の貸出があった。
(4) 4～5月　地域活動団体等との協働

重点目標

①

(1) 4月～3月  解体工事完了

(2) 4月～3月　関係各課と調整会議　5回以上

(3)

②

(1) 6月～3月　全18自治会対象50人程度参加

(2) 8月～3月　開催参加者90人程度

③

(1) 地域協議会への諮問（4月）答申（9月）
(2) 地域自治センターだより武石5・7・9月号に「武石診療所通信」を掲載した。

HP更新・Twitterによる情報提供（随時）を行った。

(3) 夜間、休日の予防接種の実施　3回 11月～12月の間に3回実施する予定である。

(4) 感染症対策を講じた診療体制（感染症り患者：0人）

依田窪病院との連携を検討 依田窪病院との検討会議（随時）を実施した。

(5) ふるさと寄附金を活用した財源の確保 8月末時点で662件、10,496千円の寄附を募った。

(6) R4.4以降の医師確保と診療体制の構築 関係機関・近隣病院への相談、協議を実施した。

２

まちづくり活動拠点の整備と地域に根ざした医療の充実

（5）診療所の財源の確保 (5)

（6）医師確保対策の取り組み (6)

院内感染り患者は0人で、集団ワクチン接種への協力（武石会場：5月～7月）を行った。

（1）診療所の課題整理と方向付け (1) 4月開催の地域協議会へ諮問し、10月開催の地域協議会で答申予定である。
（2）診療所のＰＲ等情報発信 年6回自治センターだよりに掲載、タイムリーな情報

発信
(2)

（1）自主防災組織リーダー研修会の実施 (1)

（2）防災訓練の実施 (2)

③ 武石診療所の維持・充実、あり方の検討等 ③

（3）診療所事業の充実 (3)

（4）診療体制の充実 (4)

コロナ禍により住民を参集しての開催は中止となったが、職員対象の新型コロナウイ
ルス対策の訓練に参加し、知識の習得を図った。

新型コロナウイルス感染症防止対策のもと、6月23日に開催した。
自治会長、民生児童委員、女性消防隊等35人が参加した。

② 自主防災組織の育成と防災訓練の実施 ②

（4）余里一里花桃の里運営支援事業 （4）

具体的な重点取組項目（箇条書き） 期限・数値目標等 進捗状況・進捗度

① 武石地域総合センター整備

（1） 旧武石地域自治センター、旧武石健康センター解体事業

①

新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底し、貸室業務を行った。
コロナ禍により貸室の利用が少ない状況の中、竣工記念の冠事業が1件行われた。
新たに図書室・学習室の利用促進・拡大の取組が行われ、10月からサービスの向上を
図る予定である。

6月に工事契約を締結し、年内竣工日程のもと順調に解体工事が進められている。

(2) 関係課担当者との検討を始めたが、全体調整会議には至っていない。

(1)

（2）駐車場、広場整備事業の検討

（3）施設の適正な維持管理と利用促進への取組 4月～3月 武石地域総合センター竣工記念の冠事業
随時

(3)

      (武石公民館と協賛)

仮設トイレ設置は、4月16日から5月5日まで行ったが、シャトルバス運行は、中止し
た。

担当部局名

地域自治センターだより武石 9月16日号で、第二次武石地域全域公園化構想に係る上
田市の主な取組状況と各種機械貸出事業の周知を図った。

(1)

おねり行事実行委員会を6月30日に開催し、規約、予算等の承認を得た。

4月16日、5月18日、6月30日、9月28日に関係団体との調整を行った。

③

個別施策ロードマップの策定を行い、関係する会議への出席、現地確認を行った。(1)

武石地域自治センター

地域担当職員が、部会、役員会、各種行事に参画するなど随時支援を行った。

(1)(2) 開催に向けふるさと財団、関係部局との調整を行ったが、新型コロナウイルス感染症
感染者の増加を受けて、7月19日から21日までの日程を10月27日から29日までに延期し
た。

地域自治センターだより武石 5月16日号で、御柱大祭関係行事の周知を行った。

参加と協働による地域づくりの推進

１

具体的な重点取組項目（箇条書き） 期限・数値目標等 進捗状況・進捗度

① 武石御柱大祭事業の準備 ①

（1）おねり行行事実行委員会の開催 (1)

（2）御柱大祭に向けた事業調整と支援 (2)

（3）地域住民と協働し上田市指定文化財を継承する取組 (3)

（1）構想の周知と地域住民による協働事業の支援

（3）樹木破砕機、草刈機の貸出事業 （3）

③ スマートシティ化推進計画

（1）関係課との事業推進

② 住民自治組織との連携と「小さな拠点」づくり事業の推進 ②

（1）地域再生マネージャー事業「短期診断」の実施と検証

（2）発展的継続ができるメニューの選択に向けた取組

（3）住民自治組織との連携とまちづくり計画に基づく事業支援 4月～3月 運営委員会への参加と地域担当職員の支
援　随時

(3)

④ 第二次武石地域全域公園化構想関連事業の推進 ④

（2）花木苗等支給事業 （2）



　重点目標一覧表（中間報告調書）
【令和3年度重点目標】

担当部局名 武石地域自治センター

重点目標

① ①

(1) 5月～3月　庁内検討会等　　　5回以上

雲渓荘あり方アンケート調査を実施

② ②

(1) ～12月　納品

(2) 4月～3月　業務完了

③ ③

(1) 4月～3月　2工区　3回以上 事業対象２自治会（下本入・築地原）に今年度の事業の予定について連絡をした。

当初築地原工区の工事は、11月発注予定業者決定後地元調整を実施する予定である。

④ ④

(1) 4月～3月　関係者等との懇談2回以上

⑤ ⑤

(1) 4月～3月　地域活性化イベントの開催支援、 関係団体等への橋渡しによる交流促進及び観光施設等の維持管理や環境整備

既存施設の利活用 等への共同参加等による観光資源の現状確認、課題把握に係る支援を実施した。

⑥ ⑥

(1) ～9月工事発注(2件)・～3月進捗管理(2件) 6月に工事発注2件を完了した。地元関係者と調整を行った。

(2) ～6月工事発注(3件)・～3月進捗管理(3件) 4月に工事発注3件を完了した。地元関係者と１件調整を行った。

(3) ～10月　竣工

３

具体的な重点取組項目（箇条書き） 期限・数値目標等 進捗状況・進捗度

① 観光施設等の管理、運営あり方の検討等

（1）岳の湯温泉雲渓荘、武石番所ヶ原スキー場、武石温泉うつくしの湯、 (1)

③ 県営中山間総合整備事業（美の郷地区）の推進（Ｈ29から継続事業）

（1）実施個所である地元との調整及び協議、説明会 (1)

ア 4月27日に庁内検討会を実施した。
　 6月18日、8月26日、9月1日に指定管理者と意見交換会を実施した。

　　巣栗渓谷緑の広場 イ 雲渓荘のあり方を問うアンケートを7月に実施し、現在結果を集計中である。

② 武石番所ヶ原スキー場整備事業の推進

⑥　令和元年東日本台風被災箇所の復旧事業の推進

（1）補助公共土木施設災害復旧事業の計画的な推進

多彩な地域資源を生かした観光の振興、活力ある農業の推進及び道路交通環境の整備

スノーマシンの購入については、5月13日に契約の締結を行った。

（3）焼山沢登山道復旧工事の計画的な推進 (3)

耐震診断業務の委託については、6月8日に委託契約の締結を行った。

（1）プラン実行に向けた取組 (1)

⑤　地域おこし協力隊の活動支援

（1）観光資源の利活用による地域の活性化等に向けた活動に関わる支援 (1)

4月23日に請負業者と、5月11日に東信森林管理署と現場確認を行った。

地域の現状について農業委員と情報を共有し、懇談会は、下半期に実施する予定であ
る。

（2）耐震診断業務の委託 (2)

(1)

（2）補助農業用施設災害復旧事業の計画的な推進 (2)

④　実質化された人・農地プランの実行

（1）スノーマシンの購入 (1)


